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橋梁維持管理研究委員会 活動概要 

 

 昭和 30年代の後半から経済発展にあわせて種々の国際的イベント(東京オリンピック，大阪万博)
が，我国で開催されることとなり，それを受け入れるための高速道路の建設が始まった。以来，オイ

ルショックもあったが高速道路を始めとして，一般道路のバイパスや高規格農道等の道路基盤が整備

されてきた。それと共に，物流の主流が鉄道から道路に移り，交通量の増加と車輌の大型化も進んで

きた。しかし，道路は勿論であるが，建設当時の橋梁構造の設計，材料選択，製作が，近年の利用状

況を見込んだ最適な技術をもってなされたと言い難い点があると指摘されている。加えて，過積載車

両の走行による橋梁損傷，酸性雨等の自然環境の悪化問題やアルカリ骨材反応等の材料問題も顕在化

してきたため，構造物は疲労耐久性の低下と自然環境劣化が相乗し，種々の問題が発生し，その維持

管理が大きな課題となっている。 
建設コンサルタンツ協会の会員技術者において，橋梁の維持管理業務，例えば，点検調査・補修補

強設計・耐久性照査等の業務が急増してきており，上記橋梁の損傷問題と維持管理対策の技術を習熟

するとともに，合理的な方法の模索を必要としている。 
 このような背景より，平成 8年 4月に橋梁維持管理研究委員会が発足し，平成 11年 3月までの 3
ヵ年間の活動結果を，報告書「既設橋梁の耐荷力評価と補強設計の調査研究（平成 11年 4月）」とし
て発表した。平成 11年 4月から第２期の同委員会が発足し，平成 14年 3月までの 3ヵ年間の活動結
果を，報告書「橋梁維持管理研究委員会調査研究報告書（その２）（平成 14年 4月）として発表した。
平成 14年 4月から第３期の同委員会が発足し，平成 17年 3月までの 3ヵ年間の活動結果を，報告書
「橋梁維持管理研究委員会調査研究報告書（その３）（平成 17年 4月）として発表した。その後，橋
梁維持管理に関する研究はまだまだ解明できていない問題も多いことより，会員技術者からの要望に

より，同じ委員会名で平成 17年 4月から第４期として活動を継続した。 
 当委員会内においては，３つの分科会（鋼構造物分科会，コンクリート構造物分科会，性能設計分

科会）を編成し活発な活動を行ってきた。今回，所定の期限を迎えたので，ここに当委員会の研究成

果をまとめることとなった。 
 鋼構造物分科会では，３編の研究成果をとりまとめている。第１編では，経年劣化した鋼橋の補修

補強を行う際，適切な補修補強方法を判断するための基礎資料として鋼の歴史・性質について調査を

行い，損傷部の補修に対する留意点を整理した。第２編では，当研究委員会において提案した既設鋼

橋の耐荷力評価式についてその検証を行った。第３編では，既設鋼床版（1976年施工）を切り出した
試験体について合成鋼床版化による疲労耐久性向上策について研究成果をまとめた。 
コンクリート構造物分科会では，２編の研究成果をとりまとめている。第４編では，撤去される大

森跨線橋（1962年施工）のランガー桁床版部の床版押抜きせん断耐荷力試験結果，及びＰＣポステン
Ｔ桁の下フランジに生じた縦ひび割れの損傷原因調査についてまとめた。また，奈良跨線橋（1934
年施工）から採取した経年鋼材について溶接性の評価をまとめた。第５編では，表面浸透性塗布材に

関する基準や種類・特徴を整理し，使用に際して各々の現地条件や劣化状況に応じた適切な材料の選

定が可能なように選定フローをまとめた。 
 性能設計分科会では，２編の研究成果をとりまとめている。第６編では，市町村における既設橋梁

を対象に保有性能・損傷・機能・重要度について重み付けを行い，対策優先順位を決定し，維持管理

マニュアル（案）として提案した。第７編では，橋脚の耐震補強工法の中から 3工法（ＲＣ・鋼・炭
素繊維巻き立て）に着目し，モデルケースについて各補強レベルの工事費を試算した。 
 以上，3分科会の 7編からなる報告書は，橋梁の維持管理に大きく貢献し新たな知見であると考え
ている。本報告書をご活用いただければ幸いである。 
 
平成 20年 3月                        橋梁維持管理研究委員会 

委員長 金裕哲 




